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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内への挿入方向の先端側に設けられ、超音波を送受信する振動子部と、
　前記振動子部の基端側に連設される硬性部材とを備え、
　前記硬性部材には、
　前記振動子部における超音波の走査面に向けて超音波伝達媒体を供給する走査面供給口
を有する供給管路が設けられ、
　前記供給管路は、
　前記挿入方向及び前記走査面に直交する方向から見た場合に、前記走査面供給口を通り
当該供給管路の中心軸を延長した供給中心軸の一部が前記走査面内に位置するように形成
されている
　ことを特徴とする超音波内視鏡。
【請求項２】
　前記振動子部は、
　凸状の前記走査面を有するコンベックス型で構成され、
　前記供給管路は、
　前記挿入方向に直交し、かつ、前記走査面に沿う方向から見た場合に、前記走査面の頂
点を通り当該走査面の法線方向に延びる走査中心軸に対して、前記供給中心軸が平行、ま
たは、鋭角で交差するように形成されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
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【請求項３】
　前記硬性部材には、
　超音波伝達媒体が充填されるバルーンを取り付けるためのバルーン取付溝が形成され、
　前記走査面供給口は、
　前記バルーン取付溝よりも先端側に設けられている
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の超音波内視鏡。
【請求項４】
　前記硬性部材における前記バルーン取付溝よりも先端側には、
　超音波伝達媒体を供給する供給口として前記走査面供給口のみが設けられている
　ことを特徴とする請求項３に記載の超音波内視鏡。
【請求項５】
　前記硬性部材には、
　超音波伝達媒体を吸引する吸引口を有する吸引管路が設けられ、
　前記吸引口は、
　前記バルーン取付溝よりも先端側に設けられている
　ことを特徴とする請求項３または４に記載の超音波内視鏡。
【請求項６】
　前記供給管路を含む複数の管路の接続状態を押込み操作に応じて切り替える管路切替弁
を備え、
　前記超音波伝達媒体は、
　前記管路切替弁への押込み操作に応じて、前記供給管路を流通し、前記走査面供給口を
介して前記走査面に向けて供給される
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載の超音波内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、柔軟で細長い挿入部を人等の被検体内に挿入し、当該挿入部の先端側に設けられ
た超音波振動子にて超音波を送受信することにより、当該被検体内を観察する超音波内視
鏡が知られている（例えば、特許文献１参照）。
　ところで、超音波は、空気中の伝搬率が非常に低いものである。このため、超音波内視
鏡による超音波診断においては、超音波の伝搬率の低下を抑制するために、以下に示す脱
気水充満法やバルーン法が採用されている。
　脱気水充満法では、気体除去処理が行われた脱気水を挿入部の先端から被検体内（例え
ば、胃等）に供給する。そして、超音波振動子と被検体内の体壁との間に脱気水が介在し
た状態で超音波診断が行われる。
　バルーン法では、膨縮自在とするバルーンを、超音波振動子を覆う状態で挿入部の先端
に配置する。そして、当該バルーン内に脱気水を充填して当該バルーンを膨張させた状態
で超音波診断が行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－１３５８３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、脱気水充満法では、被検体内（例えば、胃等）に脱気水を溜める必要が
あり、超音波診断に時間が掛かってしまう、という問題がある。特に、被検体内の残存物
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により脱気水が濁ってしまった場合には、当該脱気水を入れ替える必要があり、超音波診
断に掛かる時間が長くなってしまう。
　また、バルーン法では、別途、バルーンを必要とする、という問題がある。また、バル
ーンが脱気水にて膨張した状態となるため、ＦＮＡ（Fine　Needle　Aspiration）手技の
際には病変の位置によっては当該バルーンが邪魔になり、当該バルーンを使用することが
できない場合がある、という問題がある。
　一方、脱気水充満法及びバルーン法を用いない方法として、超音波振動子を体壁に押し
付けることにより、超音波振動子と体壁との接触部分の超音波画像を得る方法も考えられ
る。しかしながら、この方法では、体壁に対する超音波振動子の押付けが弱いと接触面積
が小さくなるため、狭範囲の超音波画像しか得ることができない、という問題がある。ま
た、当該押付けが強いと比較的広範囲の超音波画像を得ることができるが、断層方向に押
し潰されるため、適正な超音波画像を得ることができない、という問題がある。
【０００５】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、脱気水充満法及びバルーン法を用いず
に適正な超音波画像を得ることができる超音波内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る超音波内視鏡は、被検体
内への挿入方向の先端側に設けられ、超音波を送受信する振動子部と、前記振動子部の基
端側に連設される硬性部材とを備え、前記硬性部材には、前記振動子部における超音波の
走査面に向けて超音波伝達媒体を供給する走査面供給口を有する供給管路が設けられ、前
記供給管路は、前記挿入方向及び前記走査面に直交する方向から見た場合に、前記走査面
供給口を通り当該供給管路の中心軸を延長した供給中心軸の一部が前記走査面内に位置す
るように形成されていることを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明に係る超音波内視鏡は、上記発明において、前記振動子部は、凸状の前記
走査面を有するコンベックス型で構成され、前記供給管路は、前記挿入方向に直交し、か
つ、前記走査面に沿う方向から見た場合に、前記走査面の頂点を通り当該走査面の法線方
向に延びる走査中心軸に対して、前記供給中心軸が平行、または、鋭角で交差するように
形成されていることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明に係る超音波内視鏡は、上記発明において、前記硬性部材には、超音波伝
達媒体が充填されるバルーンを取り付けるためのバルーン取付溝が形成され、前記走査面
供給口は、前記バルーン取付溝よりも先端側に設けられていることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明に係る超音波内視鏡は、上記発明において、前記硬性部材における前記バ
ルーン取付溝よりも先端側には、超音波伝達媒体を供給する供給口として前記走査面供給
口のみが設けられていることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明に係る超音波内視鏡は、上記発明において、前記硬性部材には、超音波伝
達媒体を吸引する吸引口を有する吸引管路が設けられ、前記吸引口は、前記バルーン取付
溝よりも先端側に設けられていることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明に係る超音波内視鏡は、上記発明において、前記供給管路を含む複数の管
路の接続状態を押込み操作に応じて切り替える管路切替弁を備え、前記超音波伝達媒体は
、前記管路切替弁への押込み操作に応じて、前記供給管路を流通し、前記走査面供給口を
介して前記走査面に向けて供給されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る超音波内視鏡によれば、脱気水充満法やバルーン法を用いずに適正な超音
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波画像を得ることができる、という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システムを模式的に示す図である。
【図２】図２は、挿入部の先端側を拡大した図である。
【図３】図３は、挿入部の先端側を拡大した図である。
【図４】図４は、超音波内視鏡に設けられた複数の管路を説明する図である。
【図５】図５は、第１，第２管路切替弁への操作に応じた複数の管路の接続状態を説明す
る図である。
【図６】図６は、第１，第２管路切替弁への操作に応じた複数の管路の接続状態を説明す
る図である。
【図７】図７は、第１，第２管路切替弁への操作に応じた複数の管路の接続状態を説明す
る図である。
【図８】図８は、第１，第２管路切替弁への操作に応じた複数の管路の接続状態を説明す
る図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態の効果を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、図面を参照して、本発明を実施するための形態（以下、実施の形態）について
説明する。なお、以下に説明する実施の形態によって本発明が限定されるものではない。
さらに、図面の記載において、同一の部分には同一の符号を付している。
【００１５】
　〔内視鏡システムの概略構成〕
　図１は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システム１を模式的に示す図である。
　内視鏡システム１は、超音波内視鏡を用いて人等の被検体内の超音波診断を行うシステ
ムである。この内視鏡システム１は、図１に示すように、超音波内視鏡２と、超音波観測
装置３と、内視鏡観察装置４と、表示装置５とを備える。
　超音波内視鏡２は、一部を被検体内に挿入可能とし、被検体内の体壁に向けて超音波パ
ルスを送信するとともに被検体にて反射された超音波エコーを受信してエコー信号を出力
する機能、及び被検体内を撮像して画像信号を出力する機能を有する。
　なお、超音波内視鏡２の詳細な構成については、後述する。
【００１６】
　超音波観測装置３は、超音波ケーブル３１（図１）を介して超音波内視鏡２に電気的に
接続し、超音波ケーブル３１を介して超音波内視鏡２にパルス信号を出力するとともに超
音波内視鏡２からエコー信号を入力する。そして、超音波観測装置３では、当該エコー信
号に所定の処理を施して超音波画像を生成する。
　内視鏡観察装置４には、超音波内視鏡２の後述する内視鏡用コネクタ２４（図１）が着
脱自在に接続される。この内視鏡観察装置４は、図１に示すように、ビデオプロセッサ４
１と、光源装置４２とを備える。
　ビデオプロセッサ４１は、内視鏡用コネクタ２４を介して超音波内視鏡２からの画像信
号を入力する。そして、ビデオプロセッサ４１は、当該画像信号に所定の処理を施して内
視鏡画像を生成する。
　光源装置４２は、内視鏡用コネクタ２４を介して被検体内を照明する照明光を超音波内
視鏡２に供給する。
　表示装置５は、液晶または有機ＥＬ（Electro　Luminescence）を用いて構成され、超
音波観測装置３にて生成された超音波画像や、内視鏡観察装置４にて生成された内視鏡画
像等を表示する。
【００１７】
　〔超音波内視鏡の構成〕
　超音波内視鏡２は、図１に示すように、挿入部２１と、操作部２２と、ユニバーサルケ
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ーブル２３と、内視鏡用コネクタ２４とを備える。
　なお、以下に記載する「先端側」は、挿入部２１の先端側（被検体内への挿入方向の先
端側）を意味する。また、以下に記載する「基端側」は、挿入部２１の先端から離間する
側を意味する。
　挿入部２１は、被検体内に挿入される部分である。この挿入部２１は、図１に示すよう
に、先端側に設けられる超音波探触子２１１と、超音波探触子２１１の基端側に連設され
る硬性部材２１２と、硬性部材２１２の基端側に連結され湾曲可能とする湾曲部２１３と
、湾曲部２１３の基端側に連結され可撓性を有する可撓管２１４とを備える。
　ここで、挿入部２１、操作部２２、ユニバーサルケーブル２３、及び内視鏡用コネクタ
２４の内部には、光源装置４２から供給された照明光を伝送するライトガイド（図示略）
、及び上述したパルス信号、エコー信号、画像信号を伝送する複数の信号ケーブル（図示
略）が引き回されている。
　なお、挿入部２１の先端側の詳細な構成（超音波探触子２１１及び硬性部材２１２）に
ついては後述する。
【００１８】
　操作部２２は、挿入部２１の基端側に連結され、医師等からの各種操作を受け付ける部
分である。この操作部２２は、図１に示すように、湾曲部２１３を湾曲操作するための湾
曲ノブ２２１と、各種操作を行うための複数の操作部材２２２とを備える。
　ここで、挿入部２１及び操作部２２には、先端側第１～第５管路６１～６５（図４参照
）が設けられている。また、操作部２２には、先端側第１～第５管路６１～６５に連通す
る第１，第２シリンダ２２３，２２４（図４参照）が設けられている。さらに、第１，第
２シリンダ２２３，２２４には、複数の操作部材２２２の一部を構成し、医師等からの操
作に応じて先端側第１～第５管路６１～６５と後述する基端側第１～第３管路６６～６８
（図４参照）との接続状態を切り替える第１，第２管路切替弁２２３１，２２４１（図５
～図８参照）がそれぞれ取り付けられている。
　なお、先端側第１～第５管路６１～６５及び基端側第１～第３管路６６～６８は、本発
明に係る複数の管路６に相当する。そして、複数の管路６の詳細な構成については後述す
る。また、第１，第２管路切替弁２２３１，２２４１への操作に応じた複数の管路６の接
続状態についても後述する。
【００１９】
　ユニバーサルケーブル２３は、操作部２２から延在し、上述したライトガイド（図示略
）や複数の信号ケーブル（図示略）が配設されたケーブルである。
　内視鏡用コネクタ２４は、ユニバーサルケーブル２３の端部に設けられている。そして
、内視鏡用コネクタ２４は、超音波ケーブル３１が接続される超音波コネクタ２４１（図
１）と、内視鏡観察装置４に挿し込まれ、ビデオプロセッサ４１及び光源装置４２に接続
するプラグ部２４２（図４参照）とを備える。
　ここで、操作部２２、ユニバーサルケーブル２３、及び内視鏡用コネクタ２４には、操
作部２２に設けられた第１，第２シリンダ２２３，２２４に連通する基端側第１～第３管
路６６～６８（図４参照）が設けられている。
【００２０】
　また、プラグ部２４２には、複数の電気接点（図示略）と、ライトガイド口金２４３（
図４参照）と、送気用口金２４４（図４参照）とが設けられている。
　複数の電気接点は、内視鏡用コネクタ２４が内視鏡観察装置４に挿し込まれた際に、ビ
デオプロセッサ４１に電気的に接続する部分である。
　ライトガイド口金２４３は、上述したライトガイド（図示略）の入射端側が挿通され、
内視鏡用コネクタ２４が内視鏡観察装置４に挿し込まれた際に、当該ライトガイドと光源
装置４２とを光学的に接続する部分である。
　送気用口金２４４は、内視鏡用コネクタ２４が内視鏡観察装置４に挿し込まれた際に、
光源装置４２の内部に設けられた光源ポンプＰ１（図４参照）に接続する部分である。
　さらに、内視鏡用コネクタ２４には、外部の送水タンクＴａ（図４参照）がそれぞれ接
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続される第１，第２送水用口金２４５，２４６（図４参照）と、外部の吸引ポンプＰ２（
図４参照）が接続される吸引用口金２４７（図４参照）とが設けられている。
【００２１】
　〔挿入部の構成〕
　図２及び図３は、挿入部２１の先端側を拡大した図である。具体的に、図２は、挿入部
２１の先端側を上方側（挿入部２１の挿入方向ＩＤと振動子部２１１１の走査面ＳＳとに
直交する方向）から見た図である。図３は、挿入部２１の先端側を側方（挿入方向ＩＤに
直交し、かつ、走査面ＳＳに沿う方向）から見た図である。
　なお、図２では、説明の便宜上、走査面ＳＳに斜線を付している。
　以下、図２及び図３を参照しつつ超音波探触子２１１及び硬性部材２１２の構成につい
て順に説明する。
【００２２】
　〔超音波探触子の構成〕
　超音波探触子２１１は、図２または図３に示すように、複数の超音波振動子が規則的に
配列された振動子部２１１１を有する。
　ここで、超音波振動子は、音響レンズ、圧電素子、及び整合層を有し、被検体内の体壁
よりも内部の超音波断層画像に寄与する超音波エコーを取得する。
　そして、振動子部２１１１は、上述した信号ケーブル（図示略）を介して超音波観測装
置３から入力したパルス信号を超音波パルスに変換して被検体内に送信する。また、振動
子部２１１１は、被検体内で反射された超音波エコーを電気的なエコー信号に変換し、上
述した信号ケーブル（図示略）を介して超音波観測装置３に出力する。
　本実施の形態では、振動子部２１１１は、コンベックス型で構成され、複数の超音波振
動子が凸型の円弧を形成するように規則的に配設され、断面視円弧状の走査面ＳＳを有す
る。すなわち、振動子部２１１１は、走査面ＳＳの法線方向に延びる扇状に超音波を走査
することが可能である。
【００２３】
　〔硬性部材の構成〕
　硬性部材２１２は、樹脂材料から構成された硬質部材である。この硬性部材２１２は、
図２または図３に示すように、大径部２１５と、小径部２１６とを備える。
　大径部２１５は、湾曲部２１３が接続される部分であり、挿入部２１の挿入方向ＩＤに
沿って延在する略円柱形状を有する。また、大径部２１５において、上方側には、先端側
に向かうにしたがって次第に当該大径部２１５を縮径させるテーパ面２１５１が形成され
ている。
　そして、大径部２１５には、図２に示すように、当該大径部２１５の基端からテーパ面
２１５１までそれぞれ貫通した照明用孔２１５２、撮像用孔２１５３、処置具チャンネル
２１５４、及び送気送水用孔２１５５が形成されている。
【００２４】
　照明用孔２１５２の内部には、上述したライトガイド（図示略）の出射端側が挿入され
ている。そして、光源装置４２から供給された照明光は、照明用孔２１５２を介して被検
体内に照射される。
　撮像用孔２１５３の内部には、光源装置４２から照射され、被検体内で反射された光（
被写体像）を集光する対物光学系（図示略）、及び当該対物光学系にて集光された被写体
像を撮像する撮像素子（図示略）が配設されている。そして、当該撮像素子にて撮像され
た画像信号は、上述した信号ケーブル（図示略）を介して内視鏡観察装置４（ビデオプロ
セッサ４１）に伝送される。
　処置具チャンネル２１５４は、先端側第１管路６１の一部を構成する。
　送気送水用孔２１５５は、先端側第２，第３管路６２，６３の一部を構成する。
【００２５】
　小径部２１６は、挿入部２１の挿入方向に沿って延在する略円柱形状（大径部２１５よ
りも外径寸法が小さい略円柱形状）を有し、大径部２１５の先端に一体形成されている。
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　この小径部２１６の基端側の外周には、膨縮自在とし、内部に水が充填されるバルーン
（図示略）を取り付けるためのバルーン取付溝２１６１が形成されている。
　当該バルーンを取り付ける際には、当該バルーンの口部分（脱気水を当該バルーンの内
部に流入させるための口部分）から超音波探触子２１１を当該バルーンの内部に挿入する
。そして、当該バルーンの口部分をバルーン取付溝２１６１に引っ掛ける。この状態では
、超音波探触子２１１全体は、当該バルーンにて覆われる。
【００２６】
　また、大径部２１５及び小径部２１６には、図２または図３に破線で示したように、当
該大径部２１５の基端から小径部２１６における上方側の外周面まで貫通した送水用孔２
１７が形成されている。
　この送水用孔２１７は、大径部２１５の基端から挿入部２１の挿入方向ＩＤに沿って小
径部２１６まで延在する第１送水用孔２１７１と、第１送水用孔２１７１に連通するとと
もに、当該第１送水用孔２１７１に対して屈曲して延在し、小径部２１６における上方側
の外周面に貫通する第２送水用孔２１７２とで構成されている。
　以下、第２送水用孔２１７２において、小径部２１６の上方側の外周面に貫通した貫通
口を走査面供給口２１７３と記載する。
【００２７】
　より具体的に、送水用孔２１７は、図２に示すように、挿入部２１の先端を上方側から
見た場合に、走査面供給口２１７３を通り第２送水用孔２１７２の中心軸を延長した供給
中心軸Ａｘ１の一部が走査面ＳＳ内に位置するように形成されている。また、送水用孔２
１７は、図２に示すように、挿入部２１の先端を上方側から見た場合に、走査面供給口２
１７３が走査面ＳＳの幅方向の中心を通る軸からずれた位置となり、供給中心軸Ａｘ１が
挿入部２１の挿入方向ＩＤに対して鋭角で交差するように形成されている。さらに、送水
用孔２１７は、図３に示すように、挿入部２１の先端を側方から見た場合に、走査面ＳＳ
の頂点Ｖｅを通り当該走査面ＳＳの法線方向に延びる走査中心軸Ａｘ２に対して、供給中
心軸Ａｘ１が鋭角で交差するように形成されている。また、送水用孔２１７は、図２また
は図３に示すように、走査面供給口２１７３がバルーン取付溝２１６１よりも先端側に位
置するように形成されている。
　以上説明した送水用孔２１７は、先端側第４管路６４の一部を構成する。
【００２８】
　さらに、大径部２１５及び小径部２１６には、当該大径部２１５の基端から小径部２１
６における側方の外周面まで貫通した吸引用孔２１８（図４参照）が形成されている。な
お、図２及び図３では、説明の便宜上、吸引用孔２１８において、小径部２１６の側方の
外周面に貫通した貫通口２１８１（以下、吸引口２１８１）のみ図示している。
　より具体的に、吸引用孔２１８は、図２または図３に示すように、吸引口２１８１がバ
ルーン取付溝２１６１よりも先端側に位置するように形成されている。
　以上説明した吸引用孔２１８は、先端側第５管路６５の一部を構成する。
【００２９】
　〔複数の管路の構成〕
　図４は、超音波内視鏡２に設けられた複数の管路６の構成を説明する図である。
　以下、図４を参照しつつ複数の管路６の構成について説明する。
　複数の管路６は、上述したように、先端側第１～第５管路６１～６５と、基端側第１～
第３管路６６～６８とで構成されている。
　先端側第１管路６１は、挿入部２１の先端（処置具チャンネル２１５４）から処置具（
例えば、穿刺針等）を外部に突出させるための管路であるとともに、挿入部２１の先端か
ら被検体内の液体を吸引するための管路である。この先端側第１管路６１は、図４に示す
ように、処置具チャンネル２１５４と、処置具チューブ６１１と、吸引チューブ６１２と
を備える。
　処置具チューブ６１１は、湾曲部２１３及び可撓管２１４の内部に引き回され、一端が
処置具チャンネル２１５４に連通する。また、処置具チューブ６１１は、操作部２２に設
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けられた処置具挿入口２２５（図１，図４）に連通する。すなわち、処置具（例えば、穿
刺針等）は、処置具挿入口２２５を介して、処置具チューブ６１１に挿入されると、処置
具チャンネル２１５４から外部に突出することとなる。
　吸引チューブ６１２は、操作部２２の内部に引き回され、一端が処置具チューブ６１１
の他端に連通し、他端が第２シリンダ２２４に連通する。
【００３０】
　先端側第２管路６２は、挿入部２１の先端（送気送水用孔２１５５）から撮像用孔２１
５３に向けて送気し、対物光学系（図示略）を洗浄するための管路である。この先端側第
２管路６２は、図４に示すように、送気送水用孔２１５５と、ノズル送気チューブ６２１
とを備える。
　ノズル送気チューブ６２１は、湾曲部２１３、可撓管２１４、及び操作部２２の内部に
引き回されている。そして、ノズル送気チューブ６２１は、一端が送気送水用孔２１５５
に連通し、他端が第１シリンダ２２３に連通する。
　先端側第３管路６３は、挿入部２１の先端（送気送水用孔２１５５）から撮像用孔２１
５３に向けて送水し、対物光学系（図示略）を洗浄するための管路である。この先端側第
３管路６３は、図４に示すように、送気送水用孔２１５５と、ノズル送水チューブ６３１
とを備える。
　ノズル送水チューブ６３１は、湾曲部２１３、可撓管２１４、及び操作部２２の内部に
引き回されている。そして、ノズル送水チューブ６３１は、一端が送気送水用孔２１５５
に連通し、他端が第１シリンダ２２３に連通する。
【００３１】
　先端側第４管路６４は、挿入部２１の先端（送水用孔２１７）から走査面ＳＳに向けて
超音波伝達媒体（本実施の形態では、水）を供給するための管路であるとともに、バルー
ン（図示略）を用いた場合には当該バルーン内に水を充填するための管路となる。この先
端側第４管路６４は、図４に示すように、送水用孔２１７と、バルーン送水チューブ６４
１とを備える。
　バルーン送水チューブ６４１は、湾曲部２１３、可撓管２１４、及び操作部２２の内部
に引き回されている。そして、バルーン送水チューブ６４１は、一端が送水用孔２１７に
連通し、他端が第１シリンダ２２３に連通する。
　先端側第５管路６５は、バルーン（図示略）を用いた場合に当該バルーン内の水を吸引
するための管路である。この先端側第５管路６５は、図４に示すように、吸引用孔２１８
と、バルーン吸引チューブ６５１とを備える。
　バルーン吸引チューブ６５１は、湾曲部２１３、可撓管２１４、及び操作部２２の内部
に引き回されている。そして、バルーン吸引チューブ６５１は、一端が吸引用孔２１８に
連通し、他端が第２シリンダ２２４に連通する。
【００３２】
　基端側第１管路６６は、操作部２２、ユニバーサルケーブル２３、及び内視鏡用コネク
タ２４の内部に引き回されている。そして、基端側第１管路６６は、２つに分岐された各
一端が送気用口金２４４及び第１送水用口金２４５にそれぞれ連通し、他端が第１シリン
ダ２２３に連通する。すなわち、基端側第１管路６６は、光源ポンプＰ１から吐出された
空気を第１シリンダ２２３及び送水タンクＴａに流通させる。
　基端側第２管路６７は、操作部２２、ユニバーサルケーブル２３、及び内視鏡用コネク
タ２４の内部に引き回されている。そして、基端側第２管路６７は、一端が第２送水用口
金２４６に連通し、他端が第１シリンダ２２３に連通する。すなわち、基端側第２管路６
７は、送水タンクＴａから吐出された水を第１シリンダ２２３に流通させる。
　基端側第３管路６８は、操作部２２、ユニバーサルケーブル２３、及び内視鏡用コネク
タ２４の内部に引き回されている。そして、基端側第３管路６８は、一端が吸引用口金２
４７に連通し、他端が第２シリンダ２２４に連通する。
【００３３】
　〔第１，第２管路切替弁への操作に応じた複数の管路の接続状態〕
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　図５ないし図８は、第１，第２管路切替弁２２３１，２２４１への操作に応じた複数の
管路６の接続状態を説明する図である。
　第１，第２シリンダ２２３，２２４、及び第１，第２管路切替弁２２３１，２２４１の
構造としては、公知の構造（例えば、特開２００７－１１１２６６号参照）を採用するこ
とができる。このため、以下では、第１，第２シリンダ２２３，２２４、及び第１，第２
管路切替弁２２３１，２２４１の詳細な構造についての説明を省略し、図５ないし図８を
参照しつつ、第１，第２管路切替弁２２３１，２２４１への操作に応じた複数の管路６の
接続状態について説明する。
【００３４】
　図５は、第１，第２管路切替弁２２３１，２２４１に対して何ら操作をしていない場合
（無操作の場合）での複数の管路６の接続状態を示している。
　第１管路切替弁２２３１に対して無操作の場合には、光源ポンプＰ１から吐出された空
気は、基端側第１管路６６を介して、第１シリンダ２２３内に流通するとともに、第１管
路切替弁２２３１に形成されたリーク穴２２３１Ａを介して外部に排出される。
　また、第２管路切替弁２２４１に対して無操作の場合には、吸引ポンプＰ２の駆動に伴
い、超音波内視鏡２の外部の空気は、第２管路切替弁２２４１におけるリーク隙間２２４
１Ａを介して、第２シリンダ２２４内に流入し、基端側第３管路６８を介して、吸引ポン
プＰ２に吸引される。
　すなわち、当該無操作の場合には、先端側第１～第５管路６１～６５と基端側第１～第
３管路６６～６８とが接続されることがなく、挿入部２１の先端から送気、送水、及び吸
引のいずれも実行されない。
【００３５】
　図６は、第１管路切替弁２２３１のリーク穴２２３１Ａを指で塞いだ場合での複数の管
路６の接続状態を示している。なお、第２管路切替弁２２４１に対しては、図５と同様に
、何ら操作されていない。
　リーク穴２２３１Ａを指で塞いだ場合には、第１管路切替弁２２３１を介して、先端側
第２管路６２と基端側第１管路６６とが接続（連通）される。そして、光源ポンプＰ１か
らの空気は、基端側第１管路６６、第１シリンダ２２３、第１管路切替弁２２３１、及び
先端側第２管路６２を介して、送気送水用孔２１５５から撮像用孔２１５３（対物光学系
（図示略））に向けて吐出される。
【００３６】
　図７は、第１，第２管路切替弁２２３１，２２４１を一段、押込み操作した場合での複
数の管路６の接続状態を示している。
　第１管路切替弁２２３１を一段、押込み操作した場合には、基端側第１管路６６の他端
が第１管路切替弁２２３１にて閉塞されるとともに、第１管路切替弁２２３１を介して、
先端側第３管路６３と基端側第２管路６７とが接続（連通）される。そして、光源ポンプ
Ｐ１から吐出された空気は、基端側第１管路６６を介して、送水タンクＴａ内に流入し、
当該送水タンクＴａ内を加圧し、当該送水タンクＴａから水を流出させる。当該送水タン
クＴａからの水は、基端側第２管路６７、第１シリンダ２２３、第１管路切替弁２２３１
、及び先端側第３管路６３を介して、送気送水用孔２１５５から撮像用孔２１５３（対物
光学系（図示略））に向けて吐出される。
　また、第２管路切替弁２２４１を一段、押込み操作した場合には、第２管路切替弁２２
４１を介して、先端側第１管路６１と基端側第３管路６８とが接続（連通）される。そし
て、被検体内の液体は、処置具チャンネル２１５４から先端側第１管路６１に流入し、第
２シリンダ２２４、第２管路切替弁２２４１、及び基端側第３管路６８を介して、吸引ポ
ンプＰ２に吸引される。なお、このように処置具チャンネル２１５４から被検体内の液体
を吸引する場合には、処置具挿入口２２５を閉塞して吸引圧が先端側（処置具チャンネル
２１５４側）に掛かるようにするために、当該処置具挿入口２２５に鉗子栓（図示略）が
取り付けられる。
【００３７】
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　図８は、第１，第２管路切替弁２２３１，２２４１を二段、押込み操作した場合での複
数の管路６の接続状態を示している。
　第１管路切替弁２２３１を二段、押込み操作した場合には、基端側第１管路６６の他端
が第１管路切替弁２２３１にて閉塞された状態が維持されるとともに、第１管路切替弁２
２３１を介して、先端側第４管路６４と基端側第２管路６７とが接続（連通）される。そ
して、光源ポンプＰ１から吐出された空気は、上述した第１管路切替弁２２３１を一段、
押込み操作した場合と同様に、基端側第１管路６６を介して、送水タンクＴａ内に流入し
、当該送水タンクＴａ内を加圧し、当該送水タンクＴａから水を流出させる。当該送水タ
ンクＴａからの水は、基端側第２管路６７、第１シリンダ２２３、第１管路切替弁２２３
１、及び先端側第４管路６４を介して、走査面供給口２１７３から走査面ＳＳに向けて供
給される。
　すなわち、先端側第４管路６４（送水用孔２１７）は、本発明に係る供給管路としての
機能を有する。また、第１管路切替弁２２３１は、本発明に係る管路切替弁としての機能
を有する。
　なお、バルーン（図示略）が取り付けられている場合には、走査面供給口２１７３から
供給された水は、当該バルーン内に充填される。
　また、第２管路切替弁２２４１を二段、押込み操作した場合には、第２管路切替弁２２
４１を介して、先端側第５管路６５と基端側第３管路６８とが接続（連通）される。そし
て、被検体内の液体（例えば、バルーン内の水）は、吸引口２１８１から先端側第５管路
６５に流入し、第２シリンダ２２４、第２管路切替弁２２４１、及び基端側第３管路６８
を介して、吸引ポンプＰ２に吸引される。
　すなわち、先端側第５管路６５（吸引用孔２１８）は、本発明に係る吸引管路としての
機能を有する。
【００３８】
　以上説明した本実施の形態に係る超音波内視鏡２によれば、以下の効果を奏する。
　図９は、本発明の実施の形態の効果を説明する図である。
　本実施の形態に係る超音波内視鏡２では、硬性部材２１２には、走査面ＳＳに向けて水
を供給する走査面供給口２１７３を有する送水用孔２１７が設けられている。そして、送
水用孔２１７は、挿入部２１の先端を上方側から見た場合に、供給中心軸Ａｘ１の一部が
走査面ＳＳ内に位置するように形成されている。また、送水用孔２１７は、挿入部２１の
先端を側方から見た場合に、走査中心軸Ａｘ２に対して供給中心軸Ａｘ１が鋭角で交差す
るように形成されている。
　以上のように送水用孔２１７を形成することにより、走査面供給口２１７３から走査面
ＳＳに水を供給すると、図９に示すように、体壁ＳＢと走査面ＳＳとの隙間による毛細管
現象、及び当該水の表面張力によって、体壁ＳＢと走査面ＳＳとの間に液体層Ｗａが形成
されることとなる。このため、当該液体層Ｗａにより超音波の伝搬率を低下させることが
なく、超音波診断やＦＮＡ手技に必要な範囲の超音波画像を得ることができる。
　したがって、本実施の形態に係る超音波内視鏡２によれば、脱気水充満法及びバルーン
法を用いずに適正な超音波画像を得ることができる、という効果を奏する。
【００３９】
　特に、走査面供給口２１７３は、バルーン取付溝２１６１よりも先端側に設けられてい
る。このため、走査面供給口２１７３を走査面ＳＳにより近い位置に形成し、体壁ＳＢと
走査面ＳＳとの間に良好に液体層Ｗａを形成することができる。
　また、バルーン取付溝２１６１よりも先端側には、超音波伝達媒体を供給する供給口と
して、走査面供給口２１７３のみが設けられている。すなわち、送水用孔２１７は、走査
面ＳＳに向けて水を供給するための管路であるとともに、バルーン（図示略）を用いた場
合には当該バルーン内に水を充填するための管路となる。このように当該２つの管路を共
用しているため、当該２つの管路を別々に設けた場合と比較して、挿入部２１（硬性部材
２１２）の細径化を図ることができる。
　さらに、第１管路切替弁２２３１を二段、押込み操作した場合に、走査面供給口２１７
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３を介して走査面ＳＳに向けて水が供給される。このため、簡単な操作により、体壁ＳＢ
と走査面ＳＳとの間に液体層Ｗａを形成することができ、利便性の向上を図ることができ
る。
【００４０】
（その他の実施形態）
　ここまで、本発明を実施するための形態を説明してきたが、本発明は上述した実施の形
態によってのみ限定されるべきものではない。
　上述した実施の形態では、走査面ＳＳに向けて供給する超音波伝達媒体として、水を採
用したが、これに限らず、流動パラフィン、あるいは、カルボキシメチルセルロース水溶
液等の他の流体を用いても構わない。
【００４１】
　上述した実施の形態では、送水用孔２１７は、挿入部２１の先端を上方側から見た場合
に、供給中心軸Ａｘ１が挿入部２１の挿入方向ＩＤに対して鋭角で交差するように形成さ
れていたが、これに限らない。挿入部２１の先端を上方側から見た場合に、供給中心軸Ａ
ｘ１の一部が走査面ＳＳ内に位置していれば、供給中心軸Ａｘ１が挿入方向ＩＤに平行と
なるように送水用孔２１７を形成しても構わない。
　また、上述した実施の形態では、送水用孔２１７は、挿入部２１の先端を側方から見た
場合に、走査中心軸Ａｘ２に対して供給中心軸Ａｘ１が鋭角で交差するように形成されて
いたが、これに限らない。挿入部２１の先端を上方側から見た場合に、供給中心軸Ａｘ１
の一部が走査面ＳＳ内に位置していれば、供給中心軸Ａｘ１が走査中心軸Ａｘ２に平行と
なるように送水用孔２１７を形成してもよく、あるいは、供給中心軸Ａｘ１が走査中心軸
Ａｘ２と交差しないように送水用孔２１７を形成しても構わない。
【００４２】
　上述した実施の形態では、振動子部２１１１は、コンベックス型で構成されていたが、
これに限らず、ラジアル型で構成された振動子部を採用しても構わない。当該ラジアル型
で構成された振動子部を採用した場合であっても、送水用孔（供給管路）については、被
検体内への挿入方向及び当該振動子部の走査面に直交する方向から見た場合に、供給中心
軸の一部が走査面内に位置するように形成することが好ましい。
【００４３】
　上述した実施の形態では、内視鏡システム１は、超音波画像を生成する機能、及び内視
鏡画像を生成する機能の双方を有していたが、これに限らず、超音波画像を生成する機能
のみを有する構成としても構わない。
　上述した実施の形態において、内視鏡システム１は、医療分野に限らず、工業分野にお
いて、機械構造物等の被検体の内部を観察する内視鏡システムとしても構わない。
【符号の説明】
【００４４】
　１　内視鏡システム
　２　超音波内視鏡
　３　超音波観測装置
　４　内視鏡観察装置
　５　表示装置
　６　複数の管路
　２１　挿入部
　２２　操作部
　２３　ユニバーサルケーブル
　２４　内視鏡用コネクタ
　３１　超音波ケーブル
　４１　ビデオプロセッサ
　４２　光源装置
　６１～６５　先端側第１～第５管路
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　６６～６８　基端側第１～第３管路
　２１１　超音波探触子
　２１２　硬性部材
　２１３　湾曲部
　２１４　可撓管
　２１５　大径部
　２１６　小径部
　２１７　送水用孔（供給管路）
　２１８　吸引用孔（吸引管路）
　２２１　湾曲ノブ
　２２２　操作部材
　２２３，２２４　第１，第２シリンダ
　２２５　処置具挿入口
　２４１　超音波コネクタ
　２４２　プラグ部
　２４３　ライトガイド口金
　２４４　送気用口金
　２４５，２４６　第１，第２送水用口金
　２４７　吸引用口金
　６１１　処置具チューブ
　６１２　吸引チューブ
　６２１　ノズル送気チューブ
　６３１　ノズル送水チューブ
　６４１　バルーン送水チューブ
　６５１　バルーン吸引チューブ
　２１１１　振動子部
　２１５１　テーパ面
　２１５２　照明用孔
　２１５３　撮像用孔
　２１５４　処置具チャンネル
　２１５５　送気送水用孔
　２１６１　バルーン取付溝
　２１７１，２１７２　第１，第２送水用孔
　２１７３　走査面供給口
　２１８１　吸引口
　２２３１　第１管路切替弁（管路切替弁）
　２２３１Ａ　リーク穴
　２２４１　第２管路切替弁
　２２４１Ａ　リーク隙間
　Ａｘ１　供給中心軸
　Ａｘ２　走査中心軸
　ＩＤ　挿入方向
　Ｐ１　光源ポンプ
　Ｐ２　吸引ポンプ
　ＳＢ　体壁
　ＳＳ　走査面
　Ｔａ　送水タンク
　Ｖｅ　頂点
　Ｗａ　液体層
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